
平成２６年度松阪市一般会計補正予算（第８号）説明資料 

 

図書館改革推進事業費                  ８，１３３千円 

 内訳 ・委員報酬（プロポーザル審査委員報酬）        ２１千円 

    ・報償費（プロポーザル参加報償費）         ４００千円 

    ・旅費（プロポーザル審査委員の旅費）         ５５千円 

    ・委託料（ＰＦＩ事業アドバイザー業務委託）   ７，６５７千円 

 

債務負担行為                     ２７，４０６千円 

 ＰＦＩ事業アドバイザー業務委託を平成２７年度にわたり行うため債務負担行為を計上 

 内訳 ・平成２７年度   ２７，４０６千円（債務負担行為） 

     委託料合計    ３５，０６３千円（２６年度、２７年度） 

 

１．目的 

   新しい図書館づくりに向けた松阪図書館とその周辺施設の整備及び松阪市図書館の

運営等について、ＰＦＩ事業で実施するにあたり、金融や法務、技術等の専門知識を

有したアドバイザー契約を行い、事業プロセスを円滑に進めるための支援を受けます。 

アドバイザー業務委託の契約候補者の選定は、プロポーザル方式で実施し、松阪市

図書館改革推進事業プロポーザル審査委員会で選考します。 

 

２．アドバイザー業務の内容 

   ・実施方針等の策定の支援 

   ・特定事業の評価・選定の支援 

   ・民間事業者の募集、評価・選定の支援 

   ・事業契約等の締結等の支援 

 

３．契約期間 

   契約締結日から平成２８年３月３１日まで 

 

４．スケジュール 

   平成２７年 １月初  アドバイザー公募 

         １月末  公開プレゼンテーション（プロポーザル審査会） 

         ２月   アドバイザー契約 

                   

５．プロポーザル審査委員構成 

   ・有識者  ２名（内１名 図書館改革推進アドバイザー） 

   ・市職員  ３名 

 


